
 

 

 

 

 令和 7 年 2 月 4 日、盛岡市エスポワールいわてにおいて、岩手県知事が出席し、令和６年

度岩手県農業農村指導士認定証書交付式・感謝状贈呈式が開催されました。                     

今年度、八幡平地域（八幡平市、葛巻町、岩手町）から新たに農業農村指導士及び青年農業

士に認定された方々をご紹介します。     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《発行：令和７年３月》 

農業農村指導士の紹介

○府
ふ

金
がね

 秀一
しゅういち

さん（認定番号 548、岩手町） 

○主な品目：葉たばこ、水稲 

○経営の特徴：葉たばこにおいて、土づくりを重点に据え、土壌消毒や 

抵抗性品種を組み合わせた立枯病対策を実施するとともに、畝間作業車 

に引かせたソリに乗車して収穫を行うなどに取り組み、生産性の向上に 

努めている。 

○今後の抱負等：岩手町農業にとって大きな柱である葉たばこ生産の 

担い手として、更なる技術の継承、経験の蓄積及び創意工夫に努め、 

一層の地域農業の振興に貢献していきたい。また、農業委員、岩手町 

認定農業者協議会会長及び岩手町スマート農業研究会会長として、農地 

の最適利用、農業経営改善に向けた取組み、新技術の普及など、地域 

農業の発展に努めていきたい。 

 

【連絡先】住所：八幡平市田頭 39-72-2  

     電話：0195-75-2233 FAX：0195-75-2269 

     住所：岩手郡岩手町大字五日市 9-48（岩手町駐在） 

     電話：0195-62-3321 FAX：0195-62-1377 

青年農業士の紹介１ 

○照井
て る い

 円佳
ま ど か

さん（認定番号 353、八幡平市） 

○主な生産品目：水稲、畑作物、野菜 

○経営の特徴：主力作目である水稲の拡大を図るとともに、水稲の繁忙 

期と閑散期の作業スケジュールから園芸品目の組合せを考え、 

ブロッコリーやピーマンなど収益性の高い品目にも取り組んでいる。 

○今後の抱負等：子供の成長に合わせて、農業経営規模の拡大を図り 

たいと考えている。将来、子供も後継者として育成し、家族で農業 

経営できるように農業技術の向上や、地域とのネットワークづくりを 

進めていく。また、時代に合わせた農業経営が展開できるよう、イン 

ターネットを使った販路の拡大や付加価値の向上にも積極的に取り組 

んでいきたい。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、次の方々が認定期間満了となり、農業農村指導士、青年農業士を退任されます。 

農業農村指導士 髙村敏彦
たかむらとしひこ

さん（八幡平市、りんどう・水稲、平成 22 年度から 14 年間） 

   〃     古川
ふるかわ

美枝子
み え こ

さん（八幡平市､酪農・起業活動､平成 26 年度から 10 年間） 

青年農業士   田村
た む ら

真理子
ま り こ

さん（八幡平市、野菜、平成 26 年度から 10 年間） 

   〃     八幡
や は た

有
ゆう

城
き

さん（八幡平市 花き、平成 27 年度から９年間） 

長年にわたり、ありがとうございました。 

今後とも八幡平地域の農業・農村の発展に御協力をお願いします。 

青年農業士の紹介２ 

○畠山
はたけやま

 新
しん

伍
ご

さん（認定番号 354、八幡平市） 

○主な生産品目：水稲、野菜 

○経営の特徴：機械装備を拡充しながら経営規模の拡大を進めるとと 

もに、クラウド型営農サポートシステムを活用し、圃場ごとの作業工程 

管理を行うなど、栽培管理の最適化・省力化に努めている。 

○今後の抱負等：農業のイメージを向上させ、地域の新規参入者を一人 

でも増やしていきたい。このため、経営の法人化により、規模・売上を 

拡大し、外部からの雇用を生むことを目指している。このことにより、 

その他の農産物の生産事業など地域を巻き込んだ事業展開も視野に入れ 

ている。また、前職の国際輸送会社で培った知見を活かし、今後ニーズ 

が拡大すると思われる米の輸出にも挑戦していきたい。 

青年農業士の紹介３ 

○中村
なかむら

 大地
だ い ち

さん（認定番号 355、葛巻町） 

○主な生産品目：酪農 

○経営の特徴：有数の若手大規模酪農家であり、ゲノム検査を取り入れ 

乳牛の改良を進めるとともに、強制換気（トンネル換気）を常に使用 

するなど牛に負担をかけない飼養管理を心掛けている。また、自家飼育 

している和牛からの受精卵を、乳牛に移植させる和牛出産にも取り組ん 

でいる。 

○今後の抱負等：地域の酪農家が連携し、乳牛改良を進めるとともに、 

効率的な生産体制の構築に向けて、畜産クラスターの導入が重要と 

考えている。これにより、雇用創出を始め地域全体の経済活性化と持続 

可能な地域の酪農発展が期待される。また、現在代表を努めている葛巻 

CОWボーイズの活動を通して、青年酪農家と協力しながら、酪農の楽 

しさを次世代の子どもたちに伝えていきたい。 

 

 

 





 岩手県山火事防止対策推進協議会では、毎年３月１日から５月３１日までを 

「山火事防止月間」として定め、県民の皆様に山火事に対する注意を呼び 

かけております。 

 春は空気が乾燥し、風が強い日が多いため、火入れ・野焼きを原因とする 

山火事が多発しています。 

一人ひとりが火の用心を心がけ、県民みんなで岩手の森林を山火事から守り、

後世に引き継いでいきましょう。 

平成２９年５月８日釜石市の林野火災 

〇焼損面積：４１３ha 〇損害額：７４６百万円 

〇消火人数：延べ1,355人 

〇ヘリ消火：県防災ヘリ、延べ８機、散水回数201回（他県含む） 

      自衛隊ヘリ、延べ44機、散水回数1,026回 

写真：岩手県総務部総合防災室 写真：釜石地方森林組合 

令和６年山火事予防ポスター 

岩手県山火事防止対策推進協議会（事務局 岩手県農林水産部森林整備課TEL019-629-5786） 

〇県内で近年発生した大規模林野火災 


